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◆
東
久
留
米
・
歌
謡
吟
詠
サ
ロ

ン　

毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後

２
時
〜
４
時
、
中
央
公
民
館
ほ
か

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
１
５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
自
由
。
民
謡
・
演
歌
・
童
謡

等
に
詩
吟
を
入
れ
て
楽
し
む
。
別

途
普
通
吟
も
あ
り
。
詳
し
く
は
宇

佐
田
�　

・
７
３
０
３
へ
。

７３

　

◆
自
彊
術
（
じ
き
ょ
う
じ
ゅ

つ
）
の
会　

毎
週
土
曜
日
の
午
後

２
時
〜
４
時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
２
５
０
０
円
。

　

歳
以
上
の
方
歓
迎
。
詳
し
く
は

４０加
藤
�　

・
４
０
３
１
へ
。

７６

　

◆
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
幼
児
リ

ズ
ム
あ
そ
び
ラ
ラ
の
会
）　

月
３

回
、
火
曜
ま
た
は
金
曜
日
の
午
前

　

時
〜　

時
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５

１０

１１

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

月
２
５
０
０
円
。
２
〜
３
歳
児
。

詳
し
く
は
槙
�
０
９
０
・
６
１
２

９
・
１
４
５
２
へ
。

　

◆
く
る
め
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル　

毎
月
第
１
〜
第
４
水
曜
日
の
午

後
７
時　

分
〜
８
時　

分
、
東
部

４０

４０

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２
０

０
０
円
。
会
費
月
３
５
０
０
円
。

床
に
敷
く
バ
ス
タ
オ
ル
持
参
。
詳

し
く
は
佐
藤
�
０
８
０
・
３
２
５

１
・
０
１
２
８
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　

毎
月
第
１
・
第
３
①
月
曜
日
の
午

前
９
時
と　

時
半
か
ら
が
市
民

１０

生
活
館
②
水
曜
日
の
午
前
９
時

と　

時
半
と
午
後
１
時
か
ら
が

１０
中
央
公
民
館
で
。
入
会
金
３
０
０

円
、
会
費
月
２
３
８
０
円
。
つ
け

ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
詳
し
く
は

河
端
�　

・
８
４
５
５
（
午
後
７

７５

時
以
降
）
へ
。　

　

◆
女
声
コ
ー
ラ
ス
（
コ
ー
ル
・

ヴ
ェ
ー
ル
）　

毎
月
第
１
・
第
３

木
曜
日
の
午
前
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
２
５
０
０
円
。

詳
し
く
は
西
出
（
に
し
で
）
�　
・
７４

９
６
３
２
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ひ
ま
わ
り
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
）　

毎
週
水
曜
日

の
午
後
１
時
〜
５
時
、
市
民
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
会
金
１
０
０
０

も
楽
し
く
踊
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

羽
入
（
は
に
ゅ
う
）
�　

・
９
６

７５

２
８
へ
。

　

◆
ド
レ
ミ
合
唱
団　

毎
月
第

１
・
第
３
月
曜
日
の
午
後
、
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１
５

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
中
・
高

年
の
方
、
特
に
男
性
歓
迎
。
詳
し

く
は
笠
原
�　

・
３
７
１
７
へ
。

７３

　

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
（
ザ
・
チ
ェ
リ
ー
ズ
）　

毎
週

火
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
半
、

主
に
中
央
公
民
館
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
。

初
級
。
詳
し
く
は
永
瀬
�　

・
８

７１

２
５
３
へ
。

　

◆
太
極
気
功
十
八
式
普
及
会

　

毎
週
月
曜
日
の
午
前　

時
半

１１

〜
午
後
１
時　

分
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

４０

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
後
藤
�　

・
５
７
４
２

７２

へ
。

　

◆　

周
年
記
念
第
５
回
演
奏

２５

会
（
滝
山
女
声
コ
ー
ラ
ス
）　

５

月
１
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

（
１
時
半
開
場
）、
所
沢
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
・
マ
ー
キ
ー

ホ
ー
ル
（
西
武
新
宿
線
航
空
公
園

駅
か
ら
徒
歩　

分
）
で
。
入
場
料

１０

１
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
佐
藤
�

　

・
３
２
４
１
へ
。

７５
　

◆
公
開
セ
ミ
ナ
ー
�
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
か
ら
の
デ
ッ
サ
ン

技
法
�
（
工
房
フ
ラ
ン
ド
ル
）　

４
月　

日（
火
）〜
５
月
１
日（
日
）

２６

と
５
月
６
日
（
金
）
〜
８
日
（
日
）、

①
月
曜
〜
金
曜
日
の
平
日
と
祝

日
が
午
後
２
時
〜
４
時
②
土
曜
・

日
曜
日
が
午
前　

時
〜
正
午
と

１０

午
後
２
時
〜
４
時
、
成
美
教
育
文

化
会
館
で
。
参
加
費
１
日
３
５
０

０
円
。
ベ
ル
ギ
ー
在
住
画
家
の
五

味
政
明
氏
に
よ
る
実
技
講
習
。
詳

し
く
は
中
村
�　

・
１
３
９
３
へ
。

７２

　

◆
第　

回
フ
ラ
ワ
ー
カ
ッ
プ

４０

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
東
久
留
米
市
テ

ニ
ス
連
盟
）　

５
月　

日
（
火
）、

２４

市
内
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
参
加

費
１
０
０
０
円
。
予
備
日
は
５
月

　

日
（
火
）。
５
月
３
日
（
祝
）

３１ま
で
に
申
し
込
み
を
。
詳
し
く
は

受
け
、
地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政

対
策
債
が
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
旧
滝
山
小
学
校
跡
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
部
分
の
土
地
売
り
払
い
を

す
る
こ
と
で
、
事
業
の
急
激
な
削

減
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
を

避
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
歳
出 

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
配
分
す
る
た

め
、
行
政
評
価
を
反
映
さ
せ
た
施

策
別
枠
配
分
方
式
を
導
入
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
場
の

実
態
を
把
握
し
て
い
る
各
担
当
部

が
、
配
分
さ
れ
た
財
源
を
踏
ま
え

た
自
立
的
な
予
算
編
成
に
取
り
組

ん
だ
予
算
で
す
。
厳
し
い
予
算
の

一
般
会
計
・
歳
入 

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、

歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
は
、
昨

年
度
と
比
較
し
、
０
・
３
�
の
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
７
年
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
の
三
位
一
体
改
革
を

　
　

年
度
予
算
が
、
去
る
３
月　

日
、
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
て

１７

２８

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、３
３
４
億
７
７
０
０
万
円（
前
年
度
比
６
・

９
�
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。　

な
お
、　

年
度
に
は
減
税
補
て
ん

１６

債（
個
人
住
民
税
減
税
に
伴
う
減
収
分
の
穴
埋
め
と
し
て
借
り
入
れ

た
お
金
）
の
借
り
換
え
分
を
含
ん
で
い
た
た
め
、
こ
れ
を
除
く
実
質

的
な
昨
年
度
と
の
比
較
で
は
、
４
億
６
７
８
０
万
円
（
１
・
４
�
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
額
に
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
、

下
水
道
事
業
、受
託
水
道
事
業
の
５
特
別
会
計
を
合
計
す
る
と
６
０

１
億
１
５
５
９
万
７
千
円
と
な
り
、借
り
換
え
を
除
い
た
比
較
で
は

　

億
１
２
１
万
４
千
円
（
３
・
４
�
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

２０
　

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど
、地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、当
市
に
お
い
て
も
収
入
の

減
少
や
支
出
の
増
加
と
い
う
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中

で
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
確
保
し
続
け
る
に
は
、よ
り

一
層
の
行
政
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、新
た
な
視
点
に
立
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
財
政
課
�　

・
７
７
０
６
へ
。

７０

枠
組
み
の
中
、
緊
急
性
の
高
い
事

業
を
優
先
に
予
算
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

目
的
別
で
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
よ
り
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

や
子
育
て
環
境
の
整
備
の
必
要
か

ら
、
引
き
続
き
民
生
費
の
割
合
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

１７　年　度　予　算　の　使　い　道
（ 一 般 会 計 ・ 市 民 一 人 当 た り ）

円２，５６０ スポーツ振興 
  に円７，４６１市道・河川の整

備に円１，０３６選挙に円２６，４６５高齢者、障害者
福祉に

円４，２８５ その他の教育 
  関係に円９，９０１

街路・公園の整
備などまちづ
くりに

円３，０５７市議会の運営
に円５１，６２４

保育園の運営
など子育て支
援に

円２５,６０２市債の返済に円１２，７９８消防、防災対策
に円１５，６９８健康づくりや

環境保全に円１７，４５０生活保護、災害
援助に

円３８,８９５
 特別会計の財 
  源補てんに
 （繰出金）

円１８，３６５
小・中学校、
市立幼稚園の
運営に

円１７，７６５ごみ処理・リサ
イクルに円３，４８１国民年金、戸籍、

住民記録に

円３５０ その他の費用 
  に円１，７６２

生涯学習の推
進、公民館の運
営に

円１，７０８産業振興、勤労
者福祉に円２４，５２９

庁舎管理、電算
管理など市の
総合的運営に

 合　計　　２９２，７４１円
 （１７年３月１日の人口　　
１１４,３５７人を基に計算）

円２，８９６図書館の運営
に円５８５農林業の振興

に円４，４６８市税を集める
ために

東 久 留米市予算

増減率１６年 度度

１．４％　 
（△６．９％）

３３０億９２０万円　
（３５９億７,３００万円）

７,７００万円

７．９％　９１億７,６４３万円　２２０万２千円

０．０％　７５億９,１５３万２千円　９,０８８万円

１２．６％　４０億８,００２万円　４１４万５千円

１１．７％　３４億７,４５０万１千円　７,９９７万円

△１４．２％　７億８,２７０万円　７,１４０万円

３．４％　
（△１．６％）

５８１億１,４３８万３千円　
（６１０億７,８１８万３千円）

５５９万７千円

換え分を含んだ金額

年度比。また、前年度には減税補てん債の借り換えに伴う金額は含まれていません。

市
民
一
人
ひ
と
り
が 

共
に
つ
く
る
ま
ち

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
▽

男
女
共
同
参
画
の
推
進

水

と

緑

を

守

り 

育
て
て
い
く
ま
ち

　

湧
（
ゆ
う
）
水
地
の
調
査
▽ 
新

（
仮
称
）南
沢
森
の
広
場
整
備
▽
雨

水
貯
留
浸
透
施
設
設
置
に
対
す
る

補
助

子
ど
も
が
の
び
の
び 

心
豊
か
に
育
つ
ま
ち

　

新
（
仮
称
）
ひ
ば
り
が
丘
児
童

館
施
設
購
入
▽
新
ひ
ば
り
保
育
園

施
設
購
入
▽
新
ひ
ば
り
保
育
園
管

業
▽
新
教
育
活
動
協
力
者
の
派
遣

▽
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
実
施

高
齢
者
が
い
き
い
き 

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

在
日
外
国
人
無
年
金
者
福
祉
支

給
金
▽
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合

い
事
業
▽
（
仮
称
）
幸
町
老
人
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

費
負
担
金
▽
介
護
用
品
の
給
付
▽

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
整

備
▽
軽
度
認
知
症
高
齢
者
対
策
▽

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
事
業
▽
新（
仮
称
）

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設
▽
地

区
セ
ン
タ
ー
諸
工
事
▽
心
身
障
害

者
通
所
訓
練
事
業
補
助
▽
障
害
者

地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
▽
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援

▽
新
農
業
振
興
計
画
策
定
事
業
▽

体
験
型
農
園
事
業
▽
農
業
連
絡
協

議
会
の
補
助
▽

ス
ポ
ー
ツ
教
室

等
の
開
催
▽
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
▽
新
多
摩
六
都

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

快
適
な
都
市
環
境
が 

整

っ

た

ま

ち

　

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
施
行
に
伴
う
防
犯
活
動
の
推
進

▽
都
市
計
画
道
路
の
整
備
▽
駅
東

口
開
発
事
業
▽
新
道
路
雨
水
排
水

環
境
整
備
（
Ｕ
字
溝
蓋
掛
け
）

▽
市
道
の
整
備
▽
下
水
道
整
備
事

業
の
推
進
▽
流
域
下
水
道
建
設
事

業
▽
環
境
基
本
計
画
の
策
定
▽
ご

み
減
量
再
資
源
化
事
業
▽
廃
棄
物

減
量
等
の
推
進
▽
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
更
新
▽
新
災
害
情
報
・
緊

　

ま
た
、
一
昨
年
に
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
た
「
財
政
危
機

宣
言
」
で
、
課
題
と
し
た
負
債
解

消
に
取
り
組
む
た
め
、
行
政
セ
ン

タ
ー
（
本
庁
舎
）
用
地
購
入
費
の

償
還
金
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
２
億
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
か
ね
て
か
ら
懸
案
課

題
で
あ
っ
た
（
仮
称
）
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
（
仮
称
）

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

中
学
校
給
食
の
実
施
の
た
め
の
経

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

年

度

主

な

事

業 

１７

（ 
新 
は　

年
度
新
規
事
業
）

１７

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

１７年度削減の事務事業

合　計その他
受益者負担
の適正化

活動量の 
削減等廃　止

３０１件４３件１４件２０２件４２件

　昨年１１月に、１７年度予算に向けた事務事業の見直しを行う

ことを、改革・改善３３４項目を挙げて市民の皆さんに明らかに

しました。このうち、１７年度において改革・改善によりコスト

削減を行う事務事業は下表の通り３０１件で、残る３３件は１８年度

に向けて引き続き努力していきます。

　これにより、歳出一般財源の対前年削減額７億２，９８１万円の

うち、およそ７２�に当たる５億２，４５７万円余りの一般財源の削

減を行うことができました。

事務事業の見直しにより 
歳出一般財源を削減

 
会
員
募
集 

 
催　
　

し 
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ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
級

の
方
。
プ
ロ
の
指
導
あ
り
。
詳
し

く
は
大
澤
�　

・
５
８
１
４
へ
。

７１

　

◆
中
国
水
墨
画
（
劉
〈
り
ゅ
う
〉

の
会
）　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
１

時
半
〜
３
時
半
、
中
央
公
民
館
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
見
学
歓
迎
。

詳
し
く
は
笠
井
�　

・
６
５
２
１

７４

へ
。

　

◆
中
高
年
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会

　

毎
週
火
曜
・
木
曜
日
の
午
後
１

時
〜
４
時
（
時
間
相
談
可
）、
滝

山
団
地
集
会
所
（
滝
山
六
丁
目
）

で
。
会
費
１
回
１
０
０
０
円
。
詳

し
く
は
お
が
し
わ
�　

・
０
７
７

７５

３
へ
。

　

◆
ゴ
ル
フ
（
緑
友
会
）　

毎
月

第
２
土
曜
日
の
午
前　

時
〜
正

１０

午
、
東
久
留
米
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

（
本
町
三
丁
目
）
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
。

男
性　

歳
以
上
（
女
性
は
制
限
な

４５

し
）。
西
川
プ
ロ
の
レ
ッ
ス
ン
。

年
３
・
４
回
コ
ン
ペ
あ
り
。
詳
し

く
は
佐
野
�　

・
９
２
５
７
へ
。

７８

　

◆
早
朝
健
康
体
操
（
下
谷〈
し

も
や
〉公
園
体
操
会
）　

毎
朝
午

前
６
時
５
分
〜
６
時　

分
、
大
門

４０

中
学
校
校
庭
で
。
会
費
年
１
０
０

０
円
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
池

浦
�
０
９
０
・
８
７
７
９
・
０
３

３
４
へ
。

　

◆
木
曜
俳
句
会　

毎
月
第
３

木
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、
南

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１

０
０
０
円
。
初
心
者
、　

歳
以
上

６０

の
方
歓
迎
。
詳
し
く
は
小
林
�

　

・
１
３
５
１
（
午
前
中
）
へ
。

６４
　

◆
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
み

る
会　

月
３
回
。
月
曜
日
の
午
前

　

時
半
〜
正
午
、
西
部
地
域
セ
ン

１０タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
５
０
０
円
。
バ
イ
オ
リ

ン
に
興
味
の
あ
る
方
。
親
子
歓
迎
。

詳
し
く
は
佐
竹
�
０
９
０
・
１
８

１
１
・
７
４
７
７
へ
。

　

◆
栄
道
卓
球
ク
ラ
ブ　

毎
月

第
１
・
第
３
金
曜
日
の
午
後
６
時

〜
８
時　

分
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

４５

（
下
里
四
丁
目
）
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
２
５
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
田
端
�

　

・
２
４
０
３
へ
。

７３
　

◆
東
久
留
米
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
友
の
会　

毎
週
木
曜
日
の
午

後
７
時
〜
９
時
、
中
央
公
民
館
で
。

会
費
年
３
０
０
０
円
。
初
心
者
で

ま
で
に
申
し
込
み
を
。
詳
し
く
は

小
峰
�　

・
７
２
１
８
へ
。

７５

　

◆
映
画
�
草
の
乱
�
（
同
東
久

留
米
上
映
実
行
委
員
会
）　

５
月

　

日
（
土
）
午
前　

時
半
・
午
後

１４

１０

２
時
・
午
後
６
時
の
３
回
上
映

（
い
ず
れ
も　

分
前
開
場
）、
中
央

３０

公
民
館
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
は
大

学
生
以
上
が
前
売
り
１
３
０
０

円
（
当
日
１
６
０
０
円
）、
高
校

生
以
下
・　

歳
以
上
・
障
害
を
お

６０

持
ち
の
方
が
前
売
り
１
０
０
０

円
（
当
日
１
３
０
０
円
）。
詳
し

く
は
倉
本
�　

・
４
２
３
８
へ
。

７３

　

◆
開
所
２
周
年
記
念
感
謝
バ

ザ
ー
（
福
祉
工
房
第
二
ど
ん
ぐ
り

の
家
）　

５
月　

日
（
土
）
午
前

１４

　

時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）、

１０同
家
（
中
央
町
一
丁
目
）
で
。
バ

ザ
ー
と
模
擬
店
。
雑
貨
・
食
器
・

衣
類
・
小
型
家
具
な
ど
バ
ザ
ー
品

の
寄
付
を
電
話
で
受
け
付
け
中

（
引
き
取
り
に
伺
い
ま
す
）。
詳
し

く
は
同
家
�　

・
１
６
８
５
へ
。

７０

　

◆
英
語
で
ク
ッ
キ
ン
グ
〜
メ

キ
シ
カ
ン
料
理
（
イ
ー
ジ
ー
ゴ
ー

イ
ン
グ
）　

５
月　

日
（
水
）
午

１８

後
１
時
〜
２
時
半
、
福
祉
会
館
で
。

参
加
費
２
５
０
０
円
（
材
料
費
・

飲
み
物
代
含
む
）。
講
師
は
ア
メ

リ
カ
人
。
詳
し
く
は
本
橋
�
０
９

０
・
６
７
０
８
・
９
７
９
１
へ
。

　

◆
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

（
同
実
行
委
員
会
）　

４
月　

日
２９

（
祝
）
午
後
３
時
開
演
（
２
時
半

開
場
）、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
場
料
１
０
０
０
円
（
高
校
生
以

下
５
０
０
円
）。
リ
コ
ー
ダ
ー
・

フ
ル
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー

ト
。
曲
目
は
エ
ル
ガ
ー
�
愛
の
挨

拶
�
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
�
春

の
歌
�
、
な
ど
。
詳
し
く
は
中
路

（
な
か
じ
）�
０
９
０
・
６
０
１
８
・

２
５
４
３
へ
。

　　

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養

成
講
座
（
生
活
協
同
組
合
東
京
高

齢
協
東
久
留
米
セ
ン
タ
ー
）　

５

月　

日
（
土
）
〜
７
月　

日
（
土
）、

１４

３０

東
京
土
建
清
瀬
・
東
久
留
米
支
部

（
中
央
町
五
丁
目
）
で
。
受
講
料

６
万
８
０
０
０
円
。
先
着　

人
。

４０

教
育
訓
練
給
付
制
度
適
用
あ
り
。

申
し
込
み
と
詳
し
く
は
同
セ
ン

タ
ー
�　

・
３
６
９
２
へ
。

７５

制
限
が
あ
り
ま
す
。　　

　
【
手
当
月
額
】１
万
５
５
０
０
円

重
度
心
身
障
害
者
手
当

　

重
度
の
心
身
障
害
の
た
め
、
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方

（
重
度
の
知
的
障
害
で
常
時
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
方
、
重
度

の
知
的
と
身
体
の
重
複
障
害
の
方
、

重
度
の
肢
体
不
自
由
で
四
肢
機
能

が
失
わ
れ
座
っ
て
い
る
こ
と
が
困

難
な
方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

※
施
設
入
所
者
お
よ
び
３
カ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
方
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

　
【
手
当
月
額
】
６
万
円

障
害
児
福
祉
手
当

　
　

歳
未
満
の
方
で
、
身
体
ま
た

２０
は
精
神
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
程
度
ま
た
は
愛
の
手
帳
１

度
程
度
の
方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

※
施
設
入
所
者
お
よ
び
障
害
年

金
等
の
受
給
者
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
【
手
当
月
額
】１
万
４
４
３
０
円

特
別
障
害
者
手
当

　
　

歳
以
上
の
方
で
、
身
体
ま
た

２０
は
精
神
に
著
し
く
支
障
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
な
介
護
が
必
要
な
方
（
お
お
む

ね
身
体
障
害
者
１
・
２
級
程
度
と

愛
の
手
帳
１
・
２
度
程
度
の
障
害

が
重
複
し
て
い
る
方
）
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

※
施
設
入
所
者
お
よ
び
３
カ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
方
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

　
【
手
当
月
額
】２
万
６
５
２
０
円

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

　
　

歳
以
上
で
心
身
に
障
害
の
あ

２０
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
愛
の
手
帳
１
〜
３
度
、
脳
性

マ
ヒ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎〈
い
〉縮

症
の
方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は

受
給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、　

歳
６５

以
上
で
新
た
に
手
帳
を
取
得
さ
れ

た
方
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
所
得

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

は
子
育
て
支
援
課
助
成
係
�　

・
７０

７
７
３
６
、
各
種
障
害
手
当
に
つ

い
て
は
障
害
福
祉
課
�　

・
７
７

７０

４
７
へ
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
【
支
給
対
象
者
】次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る　

歳
未
満
の
児
童
を

２０

監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育

者
。
①
精
神
の
発
達
が
遅
滞
し
て

い
る
か
、
精
神
の
障
害
が
あ
り
日

１７年度　 東

１７年会　　　計

３３４億７
一 般 会 計

９９億２２国民健康保険特別会計

７５億９老人保健特別会計

４５億９,４１介 護 保険特別会計

３８億７下水道事業特別会計

６億７受託水道事業特別会計

６０１億１,５５合　　計

※（　）内は減税補てん債の借り換

�
お
こ
と
わ
り
�

　

各
表
の
数
値
は
端
数
調
整

の
た
め
、
実
際
の
予
算
額
と
一

致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

○福
 

受
給
者
の
方
が
、
病
院
な

ど
に
掛
か
っ
た
と
き
に
窓
口
で

負
担
す
る
医
療
費
の
額
（
一
部

負
担
金
）
が
、
下
表
の
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ

の
超
え
た
金
額
を
高
額
医
療
費

と
し
て
払
い
戻
し
ま
す
。

　
【
申
請
方
法
】該
当
す
る
方
に

�
高
額
医
療
費
の
お
知
ら
せ
�

と
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
介
護

福
祉
課
医
療
係（
市
役
所
１
階
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

※
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
金

額
が
少
な
い
場
合
で
も
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

○福 受給者の１カ月の自己負担限度額
世帯の限度額自 己 負 担 限 度 額

区　　分
世 帯 合 計入院（個人）外来（個人）
１カ月

４０，２００円

月額上限

４０，２００円

月額上限

１２，０００円
一般受給者

１カ月

２４，６００円

月額上限

２４，６００円

月額上限

８，０００円

低 所 得 者

（注）
（注）事前に申請して認定証の交付を受け、医療機関へ提示するこ

とが必要になります

○福 受給者の方へ

一定額を超えた 
医療費を払い戻 
します

　
【
支
給
方
法
】支
給
決
定
通
知
書

を
発
送
の
上
、
本
人
名
義
の
金
融

機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

１
）
へ
。

※各円グラフの（　）内は対前年

施
設
購
入
▽
新
ひ
ば
り
保
育
園
管

理
運
営
開
設
準
備
業
務
委
託
▽
新

保
育
園
給
食
調
理
業
務
委
託
▽
認

証
保
育
所
運
営
費
補
助
▽
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
教
育
活
動
推
進
事

業
▽
小
学
校
耐
震
補
強
▽
中
学
校

耐
震
補
強
▽
プ
ー
ル
ろ
過
装
置
改

修
工
事
▽
新
電
気
設
備
改
修
工
事

▽
小
学
校
給
食
の
備
品
整
備
▽
中

学
校
給
食
の
準
備
お
よ
び
実
施
▽

外
国
人
に
よ
る
英
語
教
育
指
導
の

充
実
▽
新
学
校
教
育
サ
ポ
ー
ト
事

業
▽
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
▽
支
援
費
▽
老
人

保
健
健
康
診
査
事
業
▽
新
小
児
初

期
救
急
医
療
事
業
▽
新
（
仮
称
）

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
▽

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業

豊
か
な
出
合
い
で 

に

ぎ

わ

う

ま

ち

　

地
域
産
業
振
興
事
業
▽
新
・
元

気
を
出
せ
商
店
街
事
業
に
対
す
る

補
助
▽
地
域
通
貨
研
究
費
の
補
助

動
車
の
更
新
▽
新
災
害
情
報
・
緊

急
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
関
係
経
費

計

画

の

推

進

　

後
期
基
本
計
画
策
定
（　

年
度

１８

〜　

年
度
）
▽
行
財
政
改
革
の
推

２２
進

常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る

状
態
に
あ
る
と
き
②
身
体
に
重

度
・
中
度
の
障
害
や
長
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を

受
け
る
と
き

　

※
施
設
入
所
者
、
児
童
の
障
害

を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
受

給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
【
手
当
月
額
】１
級
＝
５
万
９
０

０
円
。
２
級
＝
３
万
３
９
０
０
円
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　　　　　  の受講者募集
　聴覚障害をお持ち方へ理解を深め、手話通訳者を目指

すことを目的とした手話講習会です。年間を通して受講

できる方を募集します。

　【講習期間】入門（初級）・基礎（中級）＝６月６日～
１８年２月の毎週月曜日▽応用（上級）・実践（通訳養成ク

ラス）＝５月２８日～１８年２月の毎週土曜日。いずれも午

前１０時～正午【会場】市役所会議室　【費用】無料（テキ
スト代等が必要な場合があります）　【募集人数・対象】
入門が５０人、基礎が３０人。いずれも市内在住・在勤の方

▽応用が２０人・実践が１５人。いずれも市内在住の方

　※入門・基礎は応募者多数の場合は抽選、応用・実践

は試験により決定します。

　申し込みは４月２６日（火）までに（必着）、往復はがきに

住所（在勤の方は勤務先の名称・所在地も）・氏名・年

齢・電話番号・希望コース・手話経験を記入して、〒２０３

―８５５５、市役所障害福祉課「手話講習会募集係」あて郵

送を。

　※昨年度の修了者で上のクラスを希望される場合も必

ず申し込みをしてください。応用、実践クラスに進むた

めには試験があります。試験日は５月１４日（土）の午前

が実践、午後が応用です。　

　詳しくは同課福祉係�７０・７７４７へ。

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習手話講習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

 
そ　
の　
他 

い
ま
し
た
。　

今
回
の
改
正
に

よ
り
、
４
月
１
日
以
前
の
第
３

号
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
２

年
以
上
前
の
期
間
に
つ
い
て
も

届
け
出
を
す
れ
ば
、
保
険
料
納

付
済
み
期
間
と
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
届
け
出
漏

れ
の
あ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　

３
月
ま
で
に
第
３
号
被
保
険

者
の
届
け
出
を
し
て
い
る
保
険

料
未
納
期
間
に
つ
い
て
は
、
特

例
届
出
は
不
要
で
す
。
社
会
保

険
庁
で
自
動
的
に
保
険
料
納
付

済
期
間
へ
の
変
更
を
行
い
、
該

当
す
る
方
へ
４
月
下
旬
に
お
知

ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
へ
。

　

◎
特
別
障
害
給
付
金
制
度
…

福
祉
的
措
置
と
し
て
の
給
付
金

の
支
給
が
始
ま
り
ま
す
。
国
民

年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
期
間

に
、
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
た

め
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給

し
て
い
な
い
障
害
を
お
持
ち
の

方
が
対
象
で
す
（
広
報
４
月
１

日
号
を
参
照
）

　

年
度
の
年
金
額
は 

１７
　

年
度
と
同
額
で
す

１６
　

▽
老
齢
基
礎
年
金　

満
額
の

場
合　

万
４
５
０
０
円（
年
額
）

７９

　

▽
障
害
基
礎
年
金　

一
級
＝

　

万
３
１
０
０
円
（
年
額
）、
二

９９級
＝　

万
４
５
０
０
円（
年
額
）

７９

　

▽
遺
族
基
礎
年
金　
　

万
４

７９

５
０
０
円
（
年
額
）

　

▽
子
の
加
算
額　

第
一
子
・

第
二
子
＝　

万
８
６
０
０
円

２２

（
年
額
）、
第
三
子
以
降
＝
７
万

６
２
０
０
円
（
年
額
）

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
�
０
４
２
２
・　

・
１
４

５６

１
１
ま
た
は
市
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
�　

・
７
７
３
３
へ
。

７０

４
月
１
日
か
ら
年
金
制

度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

◎
保
険
料
が
月
額
１
万
３
５

８
０
円
に
…
４
月
か
ら
月
額
２

８
０
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
る

早
割
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
月

額　

円
の
割
引
が
で
き
ま
す

４０

（
広
報
３
月　

日
号
を
参
照
）

１５

　

◎　

歳
未
満
対
象
の
保
険
料

３０

猶
予
制
度
…　

歳
未
満
（
学
生

３０

を
除
く
）
で
、
本
人
や
配
偶
者

の
収
入
が
一
定
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
で

き
ま
し
た

　

申
請
し
て
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
将
来
年
金
を
受
け
取
る
と

き
や
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に

は
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
保
険

料
は　

年
間
の
範
囲
で
追
納
す

１０

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
２
年
以

上
経
過
後
は
保
険
料
に
一
定
の

加
算
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

　

申
請
手
続
き
は
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係
（
市
役
所
１
階
）

へ
。　　
　

　

◎
単
身
世
帯
（
者
）
の
保
険

料
免
除
基
準
の
緩
和
…
前
年
の

所
得
が
、　

万
円
以
下
（　

万

５７

２２

円
引
き
上
げ
）
に
な
り
ま
し
た

　

◎
第
３
号
被
保
険
者
特
例
届

出
…
過
去
に
第
３
号
被
保
険
者

の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、
届

出
日
か
ら
２
年
以
上
前
の
期
間

は
保
険
料
未
納
期
間
と
さ
れ
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
▲

▲

▲
▲
▲

▼
▼
▼
▼
▼

各
種
障
害
手
当
の
ご
案
内


